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●
酒
田
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
概
要

　　

本
年
七
月
に
、
平
成
五
年
度
か
ら
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
た
「
酒
田
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
が
暫
定
的

に
完
成
し
、
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。

　

酒
田
港
は
昭
和
二
十
六
年
に
重
要
港
湾
に
指
定
さ

れ
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
酒
田
北
港
の
建
設
に
着
手

し
、
昭
和
五
十
八
年
に
は
五
万
ト
ン

級
の
古
湊
岸
壁
が

完
成
す
る
な
ど
、
国
際
港
と
し
て
の
機
能
を
整
え
て

き
た
。

　

平
成
七
年
、
世
界
有
数
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
を
誇

る
韓
国
・
釜
山
港
と
の
間
に
定
期
国
際
コ
ン
テ
ナ
航

路
が
開
設
さ
れ
、
平
成
十
年
か
ら
は
週
二
便
に
増
便

さ
れ
る
な
ど
、
中
国
、
韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と

の
貨
物
量
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
の
増
加
に
対
応
し
て
、
国
際
貿

易
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
施
設
を
整
備
し
た
の
が
今

般
の
「
酒
田
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
で
あ
る
。

・
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド

　

従
来
、
木
材
と
併
用
し
て
い
た
古
湊
岸
壁
か
ら
移

設
し
て
、四
・
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

 
（
百
七
十
メ
ー
ト
ル

 

×
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル

 

）の

専
用
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
た
。

・
多
目
的
岸
壁

　

長
さ
二
百
八
十
メ
ー
ト
ル

 

、
幅
五
十
メ
ー
ト
ル

 

、
水
深
十
メ
ー
ト
ル

 

で
暫

定
供
用
開
始
さ
れ
、
三
万
ト
ン

級
の
船
舶
が
接
岸
可
能

で
あ
る
。
将
来
的
に
は
水
深
十
四
メ
ー
ト
ル

 

に
整
備
さ
れ
る

計
画
で
五
万
ト
ン

級
の
船
舶
の
接
岸
が
可
能
と
な
る
。

・
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン

　

コ
ン
テ
ナ
船
に
コ
ン
テ
ナ
を
積
み
降
ろ
し
す
る
装

置
で
あ
る
ク
レ
ー
ン
は
、
一
時
間
当
た
り
約
三
十
個

の
コ
ン
テ
ナ
を
処
理
す
る
能
力
を
備
え
て
お
り
、
従

来
の
ク
レ
ー
ン
に
比
べ
約
二
・
五
倍
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
た
。

F
reightS

tation

・
コ
ン
テ
ナ  
        
      

　

通
関
業
務
や
混
載
貨
物
の
仕
分
け
を
行
う
施
設

で
、
面
積
は
千
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル

 

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
諸
施
設
・
設
備
は
、
東
北
地
方
の
同
規

模
の
重
要
港
湾
（
例
え
ば
、
秋
田
県
の
秋
田
港
、
新

潟
県
の
直
江
津
港
、
福
島
県
の
小
名
浜
港
）
と
比
較

し
て
も
、
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
機
能
を
有
し

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
山
形
県
に
も
よ
う
や
く
本

格
的
な
国
際
貿
易
港
が
新
た
に
誕
生
し
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
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● 
山
形
県
の
国
際
貿
易
・
物
流
の
課
題

　　
「
酒
田
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
整
備
に
よ
っ
て

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の
整
備
は
相
当
程
度
伸
展
し
た
わ
け

で
あ
る
が
、
こ
れ
で
問
題
が
す
べ
て
解
決
し
た
わ
け

で
は
な
い
。

　

山
形
県
は
、
電
気
・
電
子
機
器
等
を
中
心
に
東
北

地
方
で
も
有
数
の
輸
出
額
の
実
績
が
あ
る
が
、
山
形

県
が
平
成
十
一
年
度
に
実
施
し
た
「
酒
田
港
に
お
け

る
東
南
ア
ジ
ア
航
路
開
設
可
能
性
調
査
」に
よ
れ
ば
、

山
形
県
内
の
荷
主
企
業
の
う
ち
酒
田
港
を
利
用
し
て

い
る
割
合
は
、
輸
出
が
約
一
割
、
輸
入
で
も
約
二
割

に
満
た
な
い
水
準
に
留
ま
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ

る
。

　

大
部
分
の
荷
主
企
業
が
、
横
浜
港
や
東
京
港
な
ど

の
京
浜
地
区
の
港
湾
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
京
浜
地
区
の
港
湾
以
外
に
も
新
潟
港
や
仙
台

港
な
ど
の
酒
田
港
と
競
合
す
る
港
湾
を
利
用
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　

当
然
、
荷
主
企
業
個
々
の
事
情
に
よ
っ
て
、
貿
易

相
手
国
・
地
域
ま
で
の
直
行
航
路
の
有
無
、
便
数
、

輸
送
時
間
、
あ
る
い
は
輸
送
コ
ス
ト
な
ど
の
問
題
か

ら
、
酒
田
港
を
利
用
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
は
な
い

場
合
も
多
々
あ
る
。
ま
た
、
従
来
、
酒
田
港
に
お
け

る
国
際
コ
ン
テ
ナ
取
扱
機
能
が
十
分
で
は
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
酒
田
港
利
用
を
敬
遠
す
る
荷
主
企
業

も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

山
形
県
内
の
荷
主
企
業
に
と
っ
て
は
、
自
県
の
港

湾
を
利
用
し
て
貿
易
・
物
流
を
行
う
こ
と
は
、
輸
送

コ
ス
ト
・
時
間
の
削
減
を
通
じ
て
競
争
力
を
養
う
好

機
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
従
来
、
そ
の
機
会
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、県
内
荷
主
企
業
に
と
っ
て
は
、

貿
易
・
物
流
上
の
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
を
負
っ
て
い
た

と
言
え
る
。
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●
新
港
開
港
を
契
機
に
酒
田
港
周
辺
に

貿貿貿貿貿貿貿貿貿貿貿貿貿貿
易易易易易易易易易易易易易易
・・・・・・・・・・・・・・
物物物物物物物物物物物物物物
流流流流流流流流流流流流流流
拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠
点点点点点点点点点点点点点点
のののののののののののののの
形形形形形形形形形形形形形形
成成成成成成成成成成成成成成
をををををををををををををを

　
　
　
　
　
　

貿
易
・
物
流
拠
点
の
形
成
を

　
　

　

酒
田
港
〜
韓
国
・
釜
山
港
間
の
定
期
国
際
コ
ン
テ

ナ
航
路
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
、
利
用
荷
主
数

は
航
路
開
設
以
来
順
調
な
伸
び
を
示
し
て
お
り
、
こ

の
面
か
ら
み
れ
ば
、
酒
田
港
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
徐
々
に
荷
主
企
業
に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　

ま
た
、
平
成
十
三
年
中
に
は
、
東
北
横
断
自
動
車

道
酒
田
線
の
全
線
開
通
、「
酒
田
み
な
と
」
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
整
備
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
酒
田
港
〜

山
形
〜
仙
台
間
の
陸
上
輸
送
時
間
が
さ
ら
に
短
縮
さ

れ
る
。

　

酒
田
港
周
辺
は
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
を
結
ぶ

最
短
ル
ー
ト
と
し
て
物
流
の
大
動
脈
と
な
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
有
す
る
こ
の
ル
ー
ト
の
陸
上
高
速
交
通
網

と
港
湾
・
海
上
交
通
が
結
節
す
る
物
流
の
要
衝
と
成

り
得
る
の
で
あ
る
。

　

新
港
が
開
港
し
た
今
こ
そ
、
酒
田
港
周
辺
が
山
形

県
は
も
と
よ
り
東
北
地
方
全
体
の
貿
易
・
物
流
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
絶
好
の
機
会
が
到
来

し
た
と
言
え
よ
う
。
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